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乙
お つ

植
う え

木
き

古
こ

墳
ふ ん

群
ぐ ん

時代は移り変わっても、守り続けていきたい自然・歴史・文化・人…
須恵町の大切な宝物をご紹介します。
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福
岡・大
分
の
大
雨
洪
水
に
よ
る

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
、
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
を
視
察

し
ま
し
た
。
社
会
教
育
課
の
山
下

学
芸
員
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

５
世
紀
頃
か
ら
続
く
須
恵
町
の
歴

史
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　
今
定
例
議
会
で
も
、「
町
の
歴
史

遺
産
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
」

一
般
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
本

頁
の「
わ
が
町
の
宝
物
」で
は
、
約

千
五
百
年
前
の「
乙
植
木
古
墳
群
」

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
天
満
宮
の
あ
る
丘
陵（
古
墳
群
）か

ら
出
土
し
た
銅
鏡
や
腕
飾
り
も
民

俗
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
眼
療
宿
場
、
国
営

海
軍
炭
鉱
志
免
鉱
業
所
の
ジ
オ
ラ

マ・
資
料
や
写
真
、
昭
和
の
懐
か

し
い
日
常
生
活
用
品
に
ふ
れ
な
が

ら
、
昔
を
偲
ぶ
時
間
を
持
っ
て
み

る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

白
水
　
勝
元

編
集
後
記

発行責任者

広報特別委員会

議　　長：三⻆　良人

委 員 長：今村　桂子
副委員長：白水　勝元
委　　員：合屋　伸好
委　　員：三⻆　栄重

　乙植木古墳群は、乙植木天満宮のある丘陵の上に
位置する古墳群です。
　お宮の丘陵は、九州自動車道によって東西が分断
されていますが、かつては一つの丘陵でした。九州
自動車道建設と開発に伴い、昭和47年と昭和60年
に、計８基の古墳の発掘調査が行われました。

　調査の結果、今から約1500年前の５世紀中ごろ
から６世紀後半にかけてのおよそ100年の期間にわ
たって築造された古墳であることが分かりました。
　古墳群からの出土品の一部は、町立歴史民俗資料
館に展示されています。特に、３号墳から出土した
銅鏡は、町内に約70基ある古墳の中で唯一、鏡を

副葬した古墳です。鏡を副葬する古墳は有力者の証
といえます。

　古墳が位置する丘の上は現在、天満宮の社
やしろ

があり、
毎年７月には奉納相撲が行われます。静かな社

しゃ

叢
そう

が
大いに賑わいます。また、７月末には子ども会によ
る獅子舞が行われ、子どもたちが６組に分かれて地
域の安全安心を祈ります。
　権力者の墓地であった丘陵は、今は地域の氏神様
である天満宮が鎮座し、乙植木の人々を見守り続け
ています。

乙植木区の合屋浩
こう
寿
じゅ
さん（写真左）と稲永義一さん（写真右）に

お話を伺いました。

古墳群からの出土品（須恵町歴史民俗資料館）

■乙植木天満宮
　所在地:須恵町大字植木1677番地

■須恵町歴史民俗資料館
　所在地：須恵町大字上須恵21番地3
　休館日：月・火・水曜日（祝祭日除く）・8/1～15・12/25～1/10
　電　話：092-932-6312

6月定例会6月定例例例会例例会会主な内容
2

4

14

表紙シリーズ／未来を担う子どもたち「なつ！夏！夏本番！」
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業務改革の可能性を探る
ここが聞きたい
（一般質問）

これ知っとう？
（乙植木古墳群）
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三⻆ 良人  議長

業
務
改
革
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
費 

１
５
４
５
万
円
増
額

（
全
額
国
が
負
担
）

総
務
省
の
受
託
事
業
と
し
て

　
総
務
省
が
募
集
し
た
今
年
度
の
「
業

務
改
革
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

に
全
国
７
市
町
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
町
」
と
し
て
選
定
さ
れ
た
の
は
須

恵
町
の
み
で
す
。

業
務
改
革
の
必
要
性

　
人
口
減
少
な
ど
社
会
構
造
の
変
化
が

進
み
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、

人
的
・
財
政
的
な
経
営
資
源
の
制
約
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
質
の
高
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
・
効
果
的
に
提
供

す
る
た
め
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
須
恵
町
で
も
昨
年
度
か
ら
業
務
改

革
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
ね
ら
い

　
一
連
の
業
務
全
体
を
根
本
か
ら
見
直

し
て
再
構
築
を
実
現
す
る
た
め
の
手
法

（
Ｂ
Ｐ
Ｒ
）
を
活
用
し
た
業
務
分
析

や
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
内
部
管

理
業
務
改
革
な
ど
を
実
現
す
る
効
果
的

な
プ
ロ
セ
ス
等
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
検
討
の
結
果
、
改
革
の
手
法
が
有
効
で

あ
る
場
合
は
、
須
恵
町
で
取
り
組
み
を
実

施
し
、
他
自
治
体
で
も
展
開
さ
れ
ま
す
。

検
討
さ
れ
る
内
容

　
須
恵
町
で
は
、
主
に
次
の
内
容
に
つ

い
て
検
討
が
行
わ
れ
る
計
画
で
す
。

〇 

窓
口
業
務
お
よ
び
内
部
管
理
業
務
の

総
合
的
な
集
約
化
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
（
外
部
委
託
）

〇 

宇
美
町
・
志
免
町
と
３
町
で
共
同
運

用
し
て
い
る
電
算
シ
ス
テ
ム
の
広
域

連
携

〇 

民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
の
検
討
、
受
け
皿
と
な

る
事
業
者
の
確
保

　
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
様
々
な
検
討

が
な
さ
れ
、
よ
り
質
の
高
い
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
期
待
し
ま
す
。

９
ペ
ー
ジ
町
長
報
告
に
関
連
記
事

業務改革の 可能性を探る
～総務省のモデ ル自治体に～

平成29年第２回定例会は、６月９日から16日までの８日間で行われ、
審議の結果、提案された議案21件を原案のとおり可決・承認・同意しました。
また、請願１件は不採択としました。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

４
０
９
９
万
円
を
増
額
　
総
額
83
億
９
０
９
９
万
円

須
恵
町
の
改
革
モ
デ
ル
を
全
国
に

全員賛成

可決

選定された自治体（29年度）

自治体名 人口

北 海 道 北 見 市 11万9000人

千 葉 県 船 橋 市 63万人

滋 賀 県 彦 根 市 11万2000人

滋 賀 県 草 津 市 13万2000人

大阪府河内長野市 10万7000人

福 岡 県 須 恵 町 2万7000人

熊 本 県 宇 城 市 5万9000人

千人未満切り捨て
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一
般
質
問

一
般
質
問

町
長
・
教
育
長
報
告

町
長
・
教
育
長
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
あ
れ
こ
れ

議
会
あ
れ
こ
れ

６
月
定
例
会

城
山
防
災
会
館（
仮
称
）建
設
工
事

請
負
費 

１
４
４
０
万
円
増
額

　
城
山
区
公
民
館
は
、
建
て
替
え
に
伴

い
、
防
災
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま

す
。
当
初
予
算
時
の
見
込
み
よ
り
、
人

件
費
・
資
材
費
な
ど
の
単
価
が
上
が
っ

た
た
め
増
額
さ
れ
、
工
事
請
負
費
の
合

計
は
９
９
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

推
進
費 

５
４
４
万
円
増
額

　
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
・
建
設
中
）
に
株
式
会
社

を
設
立
す
る
た
め
の
登
記
費
用
32
万

円
、
出
資
金
１
０
０
万
円
、
備
品
購

入
費
２
４
０
万
円
な
ど
、
あ
わ
せ
て

５
４
４
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

旅
石
地
区
水
路
改
良
工
事

〇
請
負
金
　
７
８
３
０
万
円

〇
工
　
期
　
平
成
30
年
３
月
15
日
ま
で

そ
の
他
の
議
案

◇ 

須
恵
町
税
条
例
の
一
部
改
正 

専
決

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

◇ 

須
恵
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正 

専
決

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

◇ 

須
恵
町
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
須
恵

町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正（

賛
成
多
数
で
可
決
）

◇ 

須
恵
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正（

全
員
賛
成
で
可
決
）

◇ 

須
恵
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇ 

須
恵
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

業務改革の 可能性を探る
～総務省のモデ ル自治体に～

６月
定例会

平成29年第２回定例会は、６月９日から16日までの８日間で行われ、
審議の結果、提案された議案21件を原案のとおり可決・承認・同意しました。
また、請願１件は不採択としました。

賛成多数

可決

「義務教育費国庫負担制度拡充」を国の関係機関
に求める意見書提出に関する要請

提 出 者　松尾 昇
紹介議員　児玉 求

　　　　　　　賛成１・反対 11

賛成少数不採択

※すべてのページにおいて金額は１万円未満を切り捨てています。

その他補正予算（平成28年度分・専決処分）
平成28年度予算の最終調整が行われました。

会計区分 補 正 額 予算総額 採決結果

一般会計 △1億9663万円 89億1364万円 賛成多数
承認

国民健康保険
特別会計 △2億1634万円 37億3370万円 賛成多数

承認

公共下水道事業
特別会計 △800万円 11億824万円 全員賛成

承認

請 願 の 審 査 結 果
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一
般
質
問

一
般
質
問

町
長
・
教
育
長
報
告

町
長
・
教
育
長
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
あ
れ
こ
れ

議
会
あ
れ
こ
れ

６
月
定
例
会



　
県
道
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

な
か
な
か
進
ま
な
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
撤
去
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
木
の
撤
去
後
に
、
歩
道
を

平
ら
に
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て

検
討
を
。

　
町
道
城
山
～
新
原
線
歩
道
内
の

銀
杏
は
樹
齢
40
年
以
上
で
、
舗
装

面
を
持
ち
上
げ
る「
根
上
が
り
」現

象
を
起
こ
し
、
通
行
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
28
～
30
年
度
に
か

け
て
撤
去
し
、
舗
装

面
の
復
旧
も
計
画
し

て
い
ま
す
。
県
道
志

免
～
須
恵
線
の
街
路

樹
に
つ
い
て
も
、
県

と
協
議
済
み
で
、
要

望
を
あ
げ
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
段
階
的
に

対
応
し
て
い
く
と
の

回
答
を
得
て
い
ま
す
。

1

三⻆ 栄重  議員

　
町
内
に
は
、
街
路
樹
の
根
が
歩

道
を
押
し
上
げ
、
歩
き
に
く
く

な
っ
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
城
山
区
の
歩
道
に
あ
る
銀

杏
は
大
木
と
な
り
、
凹
凸
が
生
じ

て
い
る
た
め
、
小
学
生
や
高
齢
者
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
す
歩
行
者
は
危

険
で
す
。
骨
折
な
ど
の
負
傷
を
さ

れ
た
高
齢
者
も
い
る
と
聞
い
て
お

り
、
区
の
総
会
で
も
改
善
の
要
望

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

段
階
的
に
対
応

問

環
境歩

道
に
あ
る
街
路
樹
の
撤
去
は

答弁中の中嶋町長

　
３
月
議
会
に
お
い
て
、
高
齢
者

の
運
転
免
許
証
返
納
に
つ
い
て
一

般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
免
許
証

を
返
納
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
々
の

足
と
な
っ
て
い
る
の
は
バ
ス
で

す
。
ま
た
、
通
勤
や
通
学
で
利
用

さ
れ
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
天
神
行
き
西
鉄
バ
ス

は
昼
間
の
便
数
が
急
激
に
減
少
し
、

不
便
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
止
ま
り
の
バ
ス
を

利
用
し
、
天
神
行
き
に
乗
り
換
え

る
場
合
、
待
ち
時
間
が
20
～
30
分

生
じ
ま
す
。
帰
り
も
同
様
で
す
。

　
従
来
ど
お
り
の
バ
ス
運
行
が
で

き
る
よ
う
働
き
か
け
を
。

　
平
成
29
年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ

り
、
昼
間
の
天
神
直
通
の
便
数
が

減
少
し
、イ
オ
ン
モ
ー
ル
を
起
点
・

終
点
と
す
る
路
線
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
西
鉄
は
、
天
神
乗
り
入
れ
の
渋

滞
緩
和
と
赤
字
路
線
解
消
を
目
指

し
て
お
り
、
今
後
、
利
用
者
減
に

よ
り
路
線
廃
止
に
及
ぶ
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
公
共
交
通
の
利
用
を

呼
び
か
け
、
バ
ス
の
利
用
者
増
を

図
る
と
と
も
に
、
西
鉄
に
は
引
き

続
き
路
線
の
存
続
を
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 引
き
続
き
要
望

交
通

西
鉄
バ
ス（
天
神
行
き
）増
便
へ
の

働
き
か
け
を

答
甲
木
都
市
整
備
課
長

○ 「問」については、議員が提出した要約文のとおり掲載しており、
編集は行っていません。

ここが 聞 きた い！

答
中
嶋
町
長
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に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
図
書
館
の
書

物
の
破
損
・
盗
難
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
監
視
カ
メ
ラ
は
、
閲
覧
の

自
由
や
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

関
わ
る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
目
視

や
巡
回
に
て
注
意
を
払
っ
て
お

り
、
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
に
つ
い

て
は
、
図
書
購
入
費
の
削
減
に
は

つ
な
が
り
ま
す
が
、

ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
数

の
維
持
が
難
し
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。
契

約
数
減
少
に
よ
り
、

企
業
等
か
ら
雑
誌
が

提
供
さ
れ
な
い
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。
導
入

に
つ
い
て
は
、
図
書

館
協
議
会
に
諮
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
、
図
書
館
で
記
念
誌
な
ど

の
一
部
が
切
り
取
ら
れ
る
事
件
が

数
件
発
生
し
、報
道
さ
れ
ま
し
た
。

須
恵
町
の
図
書
館
で
の
本
な
ど
の

破
損
状
況
、
監
視
カ
メ
ラ
設
置
な

ど
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

　
ま
た
、
法
人
や
企
業
が
雑
誌
棚

や
雑
誌
カ
バ
ー
に
広
告
を
掲
載

し
、
雑
誌
購
入
代
金
な
ど
を
負
担

す
る
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
導
入

図
書
館
協
議
会
に
諮
る

問

文
化雑

誌
破
損
の
現
状
、
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
導
入
は

　
先
日
、
文
教
厚
生
委
員
会
で
視

察
し
た
歴
史
民
俗
資
料
館
や
美
術

館
で
は
、
資
料
な
ど
の
説
明
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
充
実

し
た
利
用
が
で
き
ま
し
た
。

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
案

内
・
説
明
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
資
料
館
な
ど
の
利
用
者
も
増

え
る
と
思
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
須

恵
町
の
名
所
旧
跡
を
巡
る
イ
ベ
ン

ト
の
対
応
や
、
資
料
館
の
案
内
・

展
示
品
説
明
の
実
施
、
開
館
日
数

を
増
や
す
な
ど
の
取
り
組
み
が
で

き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
歴
史
講
座
な
ど
を
開
催
し
、
受

講
さ
れ
た
方
々
に
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

　
平
成
19
年
か
ら
、
生
涯
学
習
講

座
で「
歴
史
講
座
」を
開
講
し
、
毎

年
20
人
前
後
の
方
が
受
講
さ
れ
て

い
ま
す
。
毎
回
受
講
さ
れ
た
方
を

対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

募
集
し
て
い
ま
す
が
、
就
任
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は「
学

び
た
い
」だ
け
で
な
く「
伝
え
た

い
」と
い
う
人
を
育
成
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
歴
史
民
俗
資
料
館
協
議
会
に
諮

り
、
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 「
伝
え
た
い
人
」
を
育
成

観
光

2

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
活
用
は

答
中
嶋
町
長

今村 桂子  議員

○ 一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般に
ついて疑問点をただし、報告や説明を求めることです。

一/般/質/問 ここが 聞 きた い！

答
中
嶋
町
長
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3町 政 を 問 う !

か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
財
政
的
な
問
題
も
あ
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
現
存
し
て
い
る
歴
史

的
家
屋
等
の
保
護
に
力
を
入
れ
、

観
光
の
目
玉
と
し
て
整
備
し
て
い

け
ば
、
何
も
な
い
町
で
は
な
く
、

歴
史
あ
る
町
と
し
て
大
き
く
躍
進

で
き
、
財
政
的
に
も
十
分
採
算
が

取
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

　
本
町
に
は
、
町
・

県
指
定
文
化
財
の
歴

史
的
建
造
物
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
江
戸
時
代
に
さ
か

の
ぼ
る
古
民
家
が
２

軒
現
存
し
て
い
ま
す

が
、
１
軒
は
取
り
壊

し
た
い
と
の
意
向
で

す
。
文
化
財
登
録
に

は
文
化
庁
の
調
査
と

所
有
者
の
同
意
が
必

　
私
た
ち
が
住
む
須
恵
町
は
、
す
ば

ら
し
い
歴
史
あ
る
町
で
す
。
江
戸
時

代
に
は
、
御
典
医
と
眼
病
人
宿
が
点

在
し
て
い
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
家
屋
の
建
て
替
え
等
が
進

み
、
今
は
昔
の
お
も
か
げ
を
偲
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
歴
史
民
俗
資
料
館
に
は
、
当
時

使
用
さ
れ
て
い
た
貴
重
な
道
具
等

が
保
存
、展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
だ
け
で
は
た
だ
の
道
具
で
し

困
難
な
状
況

問

文
化須

恵
町
の
歴
史
遺
産
の
保
存
と
活
用
は

猪谷 繁幸  議員

答弁中の中嶋町長

要
で
あ
る
た
め
、
所

有
者
の
方
の
ご
意
向

を
お
聴
き
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
に
よ
り
、
歴

史
的
建
造
物
を
復
元

す
る
手
法
を
用
い
て

い
る
自
治
体
も
あ
り

ま
す
が
、
眼
病
人
宿

に
つ
い
て
は
十
分
な

資
料
が
残
っ
て
お
ら

ず
、
資
料
が
な
い
中

で
の
歴
史
的
考
証
は

技
術
的
に
も
財
政
的
に
も
難
し
い

状
況
で
す
。

　
昨
年
、
須
恵
町
文
化
遺
産
活
用

実
行
委
員
会
で「
道
の
記
憶
」と
い

う
映
像
記
録（
上
須
恵
・
須
恵
の
眼

科
の
歴
史
に
関
す
る
説
明
）を
作

成
し
て
い
ま
す
。み
ん
な
の
力
で
、

で
き
る
も
の
を
残
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
観
光
は「
消
費
財
」で
あ
る
の
に

対
し
、
文
化
財
は「
未
来
永
劫
残

す
べ
き
財
産
」で
す
。

　
町
外
か
ら
人
を
呼
ぶ
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
講
演
会
や
史
跡
め
ぐ

り
等
を
通
じ
て
、
言
い
伝
え
や
物

語
な
ど
を
含
め
、
町
内
の
方
々
に

本
質
を
変
え
る
こ
と
な
く
伝
え
る

こ
と
こ
そ
が
歴
史
遺
産
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

答
中
嶋
町
長

眼療医に関する貴重な資料（須恵町歴史民俗資料館）
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平成２９年度

須恵町職員採用試験案内

平成２９年 月 ３日

須 恵 町 総 務 課

１ 試験区分、採用予定人数等

試験区分 採用予定人数 仕事の主な内容

一般事務Ａ ４名

一般行政事務に従事します一般事務Ｂ

（身体障がい者対象）
１名

（注）採用予定人数は変更になる場合があります

２ 受験資格

（１）年齢等

（２）この試験を受けることができない人

① 日本国籍を有しない人

② 地方公務員法第 条に該当する人

・ 成年被後見人又は被保佐人

・ 禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなく

なるまでの人

・ 須恵町において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から 年を経過しない人

・ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で

破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人

試験区分 受験資格

一般事務Ａ
昭和６３年 月 日から平成１２年 月 日までに生まれた人

一般事務Ｂ

（身体障がい者対象）

昭和５２年 月 日から平成１２年 月 日までに生まれた人で、

身体障害者福祉法第１５条に定める身体障害者手帳の交付を受けて

いる人のうち次の①、②のいずれの要件にも該当する人

①自力で通勤ができ、かつ介護者なしに一般行政事務職員として職務

の遂行が可能な人

②活字印刷文による出題および口頭による面接試験に対応できる人

８月１８日まで受付
（問い合わせ先：総務課　☎  932-1152）

4 一/般/質/問 町 政 を 問 う !

計
算
式
を
須
恵
町
に
当
て
は
め
る

と
１
・
87
％
と
な
り
ま
す
。
福
岡

労
働
局
が
取
り
ま
と
め
た
平
成
28

年
の
障
が
い
者
雇
用
状
況
の
集
計

に
よ
る
と
、
須
恵
町
は
基
準
に
達

し
て
い
ま
す
が
、
雇
用
環
境
や
今

後
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

　
町
職
員
の
障
が
い
者
の
雇
用
状

況
と
し
て
、
福
岡
労
働
局
に
２
人

を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
当
該
職
員
は
、
他

の
一
般
職
員
と
同
じ

よ
う
に
一
般
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
サ

ポ
ー
ト
体
制
な
ど
に

つ
い
て
は
、
相
談
・

要
望
も
な
く
、
職
場

の
施
設
環
境
に
改
善

が
必
要
と
い
う
状
況

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
の
在
職

﹃
障
が
い
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
﹄に
基
づ
き
、
民
間

企
業
・
国
・
地
方
公
共
団
体
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
法
定
雇
用
率
に
相
当
す

る
数
以
上
の
障
が
い
者
を
雇
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
雇
用
義
務
の
対
象
と
な
る
障
が

い
者
は
、
身
体
ま
た
は
知
的
障
が

い
者
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

法
定
雇
用
率
は
２
・
３
％
、
こ
の

採
用
試
験
を
実
施

問

雇
用須

恵
町
の
障
が
い
者
雇
用
の
現
状
と
取
り
組
み
は

三上 政義  議員

人
数
は
、法
定
雇
用
率
の
２
・
３
％

で
計
算
し
た
場
合
、
２
人
で
不
足

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実

雇
用
率
は
１
・
87
％
と
法
定
雇
用

率
を
下
回
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
、
改
善
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
年
の
９
月
に
、
障
が
い
者
を

対
象
と
し
た
採
用
試
験
を
実
施

し
、
年
齢
を
40
歳
ま
で
広
げ
て
募

集
を
す
る
予
定
で
す
。
須
恵
町
で

働
い
て
み
た
い
と
い
う
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
れ
ば
是
非
と
も
受
験
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
内
企
業
に
お
け
る
障
が
い
者

の
雇
用
状
況
は
、
町
で
は
把
握
し

て
い
ま
せ
ん
。

答
満
行
総
務
課
理
事
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5一/般/質/問

どげんなっとうと？

て
い
ま
す
。

　
当
町
は
空
港
か
ら
近
い
、
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
等
の
特
徴

を
ふ
ま
え
て
大
都
市
圏
か
ら
情
報

企
業
等
の
支
店
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
誘
致
を
ご
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

　
先
進
事
例
で
は
徳
島
県
の
美
波

町
や
三
好
町
、
ま
た
兵
庫
県
、
静

岡
県
等
Ｉ
Ｔ
企
業
が
地
方
に
集
ま

り
だ
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
₂₉
年
２
月
に

総
務
省
か
ら
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
モ
デ

ル
事
業
の
募
集
が
あ

り
、
須
恵
町
で
も
検

討
を
重
ね
ま
し
た
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
誘
致
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

件
が
課
せ
ら
れ
る
ほ

　
町
の
魅
力
や
稼
ぐ
力
と
い
っ
た

新
た
な
付
加
価
値
創
出
の
た
め
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

推
進
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

現
在
そ
の
拠
点
と
な
る
セ
ン
タ
ー

の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
で
、
人
口
減
少
問
題
に
取
り

組
む
基
本
的
視
点
と
し
て
、「
若
い

世
代
が
町
内
で
就
労
で
き
る
環
境

の
整
備
」等
の
３
点
が
あ
げ
ら
れ

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で

問

ま

づ
ち

く
り

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
関
す
る
施
策
は

白水 勝元  議員

か
、
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境

の
整
備
や
コ
ン
サ
ル
料
な
ど
に
多

額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　
須
恵
町
で
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
に
限

定
せ
ず
、「
稼
ぐ
」と
い
っ
た
観
点

か
ら
も
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
に
取
り
組
む
方
針
を

固
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
全
国
で
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
実
施
し
て
い
る

「
町
」は
数
少
な
く
、
難
し
い
事
業

で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
須
恵

町
に
は
企
業
組
合
が
組
織
さ
れ
て

い
る
等
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
利
点

も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

答
平
山

ま
ち
づ
く
り
課
長

答
中
嶋
町
長

建設中のオープンイノベーションセンター（平成29年９月完成予定）

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

企
業
ま
た
は
団
体
の
本
拠
か
ら
離
れ
た

所
に
設
置
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス
の
こ
と
。
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６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

町
長
・
教
育
長
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
あ
れ
こ
れ

議
会
あ
れ
こ
れ

一
般
質
問

こ
れ
か
ら
の
事
業

町
長
報
告
　
中
嶋
裕
史 

町
長

（
総
務
省
の
受
託
事
業
）

業
務
改
革
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
業
務
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委
託
）
や
電

算
業
務
効
率
化
の
可
能
性
等
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

須
恵
町
Ｐ
Ｒ
事
業

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
４
月
に
開
催
さ
れ
た
「
つ
つ
じ
祭
り
」

で
は
、
商
工
会
と
連
携
し
て
郷
ひ
ろ
み

さ
ん
（
須
恵
町
出
身
）
の
コ
ン
サ
ー
ト

招
待
券
の
抽
選
を
企
画
し
、
多
数
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
外
問
わ
ず
多

く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
町

の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
各
課
担
当
者
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
養
生
み

そ
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
木

工
品
や
竹
細
工
も
合
わ
せ
、
各
課
の
連

携
を
密
に
し
、
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
充

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

　
須
恵
町
で
人
口
増
が
続
く
要
因
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
よ
り
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
施
設
等
は
将
来
、

改
修
や
建
て
替
え
に
多
額
の
費
用
を
要

す
る
た
め
、
長
期
的
な
視
点
で
効
率
的
・

効
果
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め

の
指
針
と
し
て
「
須
恵
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
推
進
委
員
会
を
設
置
し
て
計
画
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

中嶋 裕史  町長

あ
り
が
と
う
の
感
謝
の
心
を

教
育
行
政
報
告
　
安
河
内
文
彦 

教
育
長

平
成
28
年
度
の
主
な
取
り
組
み

○
不
登
校
児
童
生
徒
適
応
指
導
教
室

　「
や
ま
も
も
ル
ー
ム
」
開
設

　
支
援
員
１
日
２
人
体
制
で
、
１
８
０

日
間
開
室
。
今
後
、
専
属
の
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
て
、
よ
り
専

門
的
な
支
援
体
制
を
整
え
ま
す
。

〇
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

　
保
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
お
よ
び
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
よ
る
児

童
預
か
り
（
夏
・
冬
・
春
休
み
の
長
期

休
業
期
間
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

〇
オ
ア
シ
ス
運
動

　
地
域
、
学
校
等
の
協
力
を
得
て
実
施

し
ま
し
た
。
29
年
度
か
ら
、
横
断
歩
道

で
停
車
し
て
い
た
だ
い
た
運
転
手
へ
の

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
言

葉
や
「
あ
い
さ
つ
日
本
一
」
を
目
指
し

た
活
動
な
ど
、
年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。

〇
ア
ザ
レ
ア
幼
児
園
の
開
園

　
待
機
児
童
解
消
に
向
け
て
保
育
士
の

確
保
に
取
り
組
み
、
29
年
度
は
さ
ら
に

定
員
を
増
員
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

29
年
度
の
主
な
新
規
事
業

〇
登
下
校
情
報
把
握
シ
ス
テ
ム

　「
ツ
イ
タ
も
ん
」
導
入

　
児
童
の
カ
バ
ン
に
つ
け
た
タ
グ
に
よ

り
、
登
下
校
の
情
報
が
記
録
さ
れ
ま
す
。

〇
外
国
語
教
育
の
推
進

　
32
年
度
の
学
習
指
導
要
領
改
定
に
伴

い
、
小
学
校
で
英
語
が
教
科
と
な
る
こ

と
を
受
け
、
第
二
小
学
校
を
外
国
語
教

育
推
進
校
と
し
て
支
援
し
ま
す
。

〇
立
志
式
の
実
施

　
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
望
ま
し
い

勤
労
観
・
職
業
観
を
身
に
つ
け
、
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
自
分
の
将
来
や
生

き
方
を
考
え
主
体
的
に
進
路
を
切
り
開

く
こ
と
を
狙
い
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

安河内 文彦  教育長
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福
井
県
の
西
寄
り
に
位

置
し
、
面
積
84
・
59
㎢
、

人
口
約
６
万
９
千
人
の
眼

鏡
フ
レ
ー
ム
全
国
シ
ェ
ア

約
96
％
の
市
で
す
。

　
こ
こ
で
は
「
鯖
江
市
民
主

役
条
例
」
に
つ
い
て
の
研
修

で
し
た
。

　
旧
図
書
館
を
利
用
し
た
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
推
進
が
な
さ
れ
、
中
で
も
特

に
「
鯖
江
市
役
所
Ｊ
Ｋ
（
女
子
高
生
）
課
」

を
設
置
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
無
関
心
の
代
表
格
を

巻
き
込
む
た
め
と
い
う
こ
と
で
す
。
画

期
的
な
発
想
を
自
ら
実
施
す
る
と
い
う

も
の
で
、
い
ろ
ん
な
事
業
や
コ
ラ
ボ
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
流
れ
で「
Ｏ
Ｃ（
お
ば
ち
ゃ
ん
）

課
」
設
置
に
も
至
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
富
山
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
高

岡
市
・
氷
見
市
・
小
矢
部
市
の
３
市

人
口
約
25
万
人
の
可
燃
ゴ
ミ
の
処
理

を
行
う
施
設
の
研
修
で
し
た
。

 

あ
わ
せ
て
、
こ
こ
を
核
と
し
た
「
広

域
観
光
」「
体
験・交
流
」「
情
報
提
供
」

を
柱
と
す
る
10
の
ソ
フ
ト
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
中
に
は
婚
活
事
業
が
あ
り
、
各

市
で
登
録
し
た
お
せ
っ
か
い
さ

ん
達
が
情
報
を
交
換
し
て
、
仲

人
役
を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
人
口
減
少
の
対
策
と
し
て
実
施

さ
れ
、
実
績
は
こ
れ
か
ら
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
富
山
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
面

積
２
３
０
・
56
㎢
、
人
口
約
４
万
８
千

人
の
市
庁
舎
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
東
北
の
地
震
を
み
て
、
沿
岸
部
に

あ
る
庁
舎
の
危
険
性
を
理
由
に
移
転

が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
廃

校
に
な
る
高
校
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
使
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
住
民
が
よ
く
訪
れ
る
メ
イ
ン

は
旧
体
育
館
で
、
そ
の
広
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
教
室
は
会
議
室
な
ど
に
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
駐
車
場
に
と
有
効
な

利
用
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

下
記
の
と
お
り
福
井
県
・
富
山
県
の
３
施
設
へ
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
画
期
的
な
事
業
や
施
設
で
し
た
。

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

　
６
月
27
日
～
29
日
　
福
井
県
鯖さ

ば

江え

市
・
富
山
県
氷ひ

見み

市

総務建設産業委員会 委員会レポート

鯖
江
市 

Ｊ
Ｋ
課

氷
見
市 

旧
高
校
を
庁
舎
に

高
岡
地
区
広
域
圏
事
務
組
合 

婚
活

開放感のあるフロア

女
子

高
生

が
ま

ち
づ

くりに参画
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社
会
教
育
課
よ
り
施
設
の
概
要
・

利
用
状
況
・
今
後
の
活
用
の
方
向
性

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館

　
志
免
鉱
業
所
の
ジ
オ
ラ
マ
・
昔
な
つ

か
し
い
農
具
・
昭
和
の
お
も
ち
ゃ
な
ど

３
千
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
つ
じ
祭
り
会
場
の
健
康
広
場
へ
の

移
設
や
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
か

ら
は
ず
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
平
成

28
年
度
来
館
者
は
３
１
３
０
人
と
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
来
館
者
増
に
向
け
、
開
館
日
を
増
や

す
こ
と
や
、
展

示
の
工
夫
、
ト

イ
レ
改
修
の
検

討
な
ど
、
活
発

に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て

３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
３
月
に
委
託
業
者
が
変
更

に
な
っ
て
か
ら
４
か
月
が
経
過
し
て

お
り
、
実
施
状
況
の
調
査
・
試
食
を

須
恵
東
中
学
校
に
お
い
て
行
い
ま
し

た
。利

用
率
は

　
現
在
、
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
生
徒
は
毎
月
25
％
程
度
で
す
。

　
弁
当
持
参
の
生
徒
が
一
番
多
い
と
の

こ
と
で
す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
や
パ

ン
の
生
徒
も
ク
ラ
ス
に
５
人
ほ
ど
見
受

け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

美
味
し
く
な
り
、

メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
に

　
以
前
よ
り
味
が
良
く
な
り
、
お
か
ず

の
種
類
や
量
も
増
え
、
利
用
し
て
い
る

生
徒
や
先
生
の
評
判
は
良
い
そ
う
で
す
。

　
栄
養
士
に
よ
り
カ
ロ
リ
ー
計
算
が
さ

久
我
記
念
館

　
糟
屋
郡
唯
一
の
公
立
美
術
館
と
し
て

小
・
中
学
生
や
若
手
作
家
の
発
表
の
場

を
提
供
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
企
画
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
28
年
度
来

館
者
は
５
６
２
９
人
と
減
少
し
て
い
ま

す
。

　
来
館
者
増
に
向
け
、
展
示
会
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
活

性
化
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
館
長
が
配
置
さ
れ
、
今

後
は
ま
ち
づ
く
り
課
と
連
携
し
、
両
館

の
魅
力
を
発
信
し
、
広
く
町
内
外
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
、
新
規
来
館
者
お
よ
び

リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
が
本
町
活
性
化
に

結
び
つ
く
と
考
え
ま
す
。

れ
て
、
１
か
月
分
の
メ
ニ
ュ
ー
も
行
事

食
・
お
楽
し
み
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
残ざ

ん
渣さ

の
量
な
ど
も
毎
回
調
査
し
、

業
者
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
り
利
用
し
や
す
い

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

　
今
後
、
申
し
込
み
方
法
の
改
善
・
保

護
者
へ
の
周
知
も
図
っ
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。

　
生
徒
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、
食
育

の
必
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

文
化
に
ふ
れ
る

委
託
先
変
更
に
よ
る
改
善
は

文教厚生委員会委員会レポート

（撮影  尾花 基）

５
月
12
日（
金
）　
歴
史
民
俗
資
料
館・久
我
記
念
館
を
視
察

７
月
13
日（
木
）　
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を
視
察
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区長会との懇談会　平成29年７月14日（金）

　
６
月
19
日
（
月
）
消
防
操
法
大
会
に
向

け
た
訓
練
を
見
学
し
ま
し
た
。
健
康
広
場

で
は
全
10
分
団
の
団
員
が
懸
命
に
汗
を
流

し
、
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　
世
代
交
代
が
行
わ
れ
た
分
団
も
あ
り
、

先
輩
団
員
の
指
導
の
も
と
、
若
い
団
員
が

真
剣
な
眼
差
し
で
操
作
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
指
揮
者
は
気
迫
あ
ふ
れ
る
号

令
で
、
声
を
嗄か

ら
し
な
が
ら
も
指
揮
・
誘

導
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
町
大
会
の
み
の
開
催
で
す
。
ど

の
分
団
も
若
い
力
に
よ
る
戦
い
と
な
り
ま

す
。
優
勝
に
向
け
、
各
分
団
、
切
磋
琢
磨

し
て
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
「
ま
ち
」
を
守
る
た
め
、日
々

訓
練
を
重
ね
る
消
防
団
員
の
皆
さ
ま
に
感

謝
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
ま
す
。

須恵町消防団を激励須恵町消防団

団長・副団長に激励の言葉

うすれゆく絆を
　議員・行政区長・町関係者による懇談会が行われ、近
年問題になっている組合加入率に議題を絞って協議しま
した。
　行政区・近隣町の組合加入の現状について把握したの
ち、区長会から篠栗町の取り組みについての報告があり
ました。
　また、町から、モデル事業として第二小学校区で行わ
れている「魅力発見プロジェクト」の報告がありました。
この結果を地域活性化・組合加入率増加にいかに活用し
ていくかが、これからの課題の一つです。
　活発な意見交換を行い、区長会・議会それぞれの役割
を確認し、行政の支援をさらに求めていくことで意見の
取りまとめを行いました。

※加入率は、各行政区長から町に報告される戸数を住民基本台帳上の世帯数で除して算出したものです。

住民課窓口で転入者に配布している案内

昭
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恵
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西
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山
の
神

旅
石

新
原

乙
植
木

甲
植
木

藤
浦

城
山

一
番
田

長
礼

須
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川
子
２

川
子
１

大
島
原

南
米
里

上
須
恵

佐
谷

100％

50％

0％

行政区別組合加入率（平成29年７月現在） 
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次の定例議会は
９月１日からの予定です。

本会議は一般に公開されており、
簡単な手続きで傍聴することが
できます。傍聴を希望される方
は、本会議当日に役場４階議会
事務局の窓口にお越しください。
（予約不要）

議会を

生でみて

みよう！

稲永　幸子氏（旅石区・65 歳）
任期満了に伴い再任
任期　平成29年7月1日～平成32年6月30日

　農業委員会法改正により、農業委員
の選出方法が「公職選挙法に基づく選
挙制」から「町長の任命制」に変わり
ました。
　任期満了後の委員として次の９名の
方が任命され、議会が同意しました。

任期　平成 29 年 7 月 20 日～
 平成 32 年 7 月19 日

吉松　正幸氏 （須 恵 区・69歳）
湯下　　隆氏 （新 原 区・68歳）
今泉　國次氏 （上須恵区・72歳）
今泉　増雄氏 （甲植木区・69歳）
長野　和之氏 （佐 谷 区・69歳）
稲永　　計氏 （乙植木区・71歳）
三⻆　光春氏 （旅 石 区・69歳）
今泉　守正氏 （甲植木区・65歳）
丸山　信治氏 （山の神区・35歳）

人事案件の審議結果
須恵町固定資産評価審査委員会委員の選任

須恵町農業委員会委員の任命

ホームページで本会議の
会議録を公開しています。

平成 23 年以降の
会議録を掲載しています。
ぜひご覧ください。

　須恵町議会　須恵町議会　須恵町議会 検索検索検索

　ある公共交通車両内での出来事。
その日は大変混雑しており、おば
あさんは立ったまま乗車中。子ど
もは席に座ってマンガ本に夢中。
おばあさんは、子どもにこう語り
かけました。「年寄りには、席を
譲りなさいと学校で習わなかった
かい。」子どもは悪びれた様子もな

く「いいや、習わなかったよ。」そ
のやり取りを見かねた女性が「お
ばあさん、こちらの席にどうぞ」
と声をかけ、席を譲りました。お
ばあさんは子どもを見つめながら
黙って譲られた席に座りました。
そこで子どもが一言。「おばあさん、
学校で親切にされたら、お礼を言
うよう習わなかったの？」

　昔は、目上の人や子ども連れの
人に席を譲ることは当たり前の親
切行為でしたが、今はどうでしょ
うか。席を譲っても座ってもらえ
ない時があります。周りが気まず
い雰囲気になりますよね。譲られ

る側も「譲るのは当たり前だろう」
「まだ譲ってもらう年齢ではない」
と不快な思いを持つ人もおられる
ようで、譲る側にとっても声をか
けることが難しい時代になってい
るように感じます。　

　近頃は、私も席を譲ってもらえ
ることが多くなりました。見栄を
張らずに、素直にお礼を言って座
ることにしています。

三⻆ 良人  議長

議長通信

車中にて

全員賛成

同意同意

全員賛成

同意同意
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